
日本救急医学会関東地方会

2024 年度幹事会 議事次第

日時：令和６年 2月１３日（金）1６時 00分～1７時 00 分

会場：Web 会議（Zoom を利用）

議事録署名人の指名

物故会員黙祷

報告事項

1. 2023 年度庶務報告 【報告資料①】

2. 2023 年度決算報告 【報告資料②】

3. 関東災害連絡会議 【報告資料③】

4. 編集委員会 【報告資料④】

5. 救急隊部会・関東 MC連絡会議 【報告資料⑤】 【報告資料

6. SOS-KANTO 委員会・多施設研究委員会 【報告資料⑥】

7. 日本救急医学会学生研修医部会関東支部 【報告資料⑦】

8. ホームページ報告 【報告資料⑧】

9. 第 74 回（令和 6年）日本救急医学会関東地方会学術集会

【報告資料⑨】

10. 第 75 回（令和 7年）日本救急医学会関東地方会学術集会

【報告資料➉】

11. 第 76 回（令和 8年）日本救急医学会関東地方会学術集会

【報告資料⑪】

12. 看護部会 【報告資料⑫】

審議事項

1. 2024 年度予算案 【審議資料①】 中村常任幹事

2. 新幹事推薦 【審議資料②】 井上常任幹事長

3. 名誉会員推戴 【審議資料③】 井上常任幹事長

4．ホームページリニューアル 【審議資料④】 中川常任幹事

5．議事録に関する会則変更 【審議資料⑤】 井上常任幹事長

6．事務局長に関する会則変更 【審議資料⑥】 井上常任幹事長

以上
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浅香常任幹事
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2023 年度 庶務報告
庶務担当 中村光伸

   総会員数：1,238 名（新会員 152 名） (2023 年 12 月 31 日時点) 

名誉 43 名 （新規推戴 0名）

幹事 324 名

一般 871 名

医師 973 名 新会員 106 名※3

看護師 191 名 新会員 27名

薬剤師 0名

診療放射線技師 1 名

ME 2 名

救急救命士 54名 新会員 16名

その他※4 17 名 新会員 3名

※1 2024 年 2 月 13日幹事会で対象者なし

※2 新会員数は 2023 年１～12 月入会手続き者数

※3 初期臨床研修医、医師免許取得後 3年以下による年会費免除者：40 名

※4 救命士以外の消防職員、管理栄養士、図書館司書、臨床心理士、看護学生、助産師等
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   退会者：113 名（うち申出 33 名）

    

申出数 自然退会対象数

名誉（医師） 2名 0名

幹事（医師） 5名 3名

一般（医師） 21名 42 名

一般（医師以外） 5名 35 名

※（2021 年度・2022年度未納）・・・自然退会 80名

※（2022 年度・2023年度未納）・・・自然退会対象 160 名

→2024 年度に【再送】160 名を予定
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   会員のご逝去（退会者数に含む）

梅園 明 先生（うめぞの あきら 名誉）

都築 正和 先生（つづき まさかず 名誉）

後藤 英昭 先生（ごとう ひであき 幹事）

高沢 研丞 先生（たかざわ けんすけ 幹事）

中西 泉 先生（なかにし いずみ 一般）

以上
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庶務担当 中村光伸
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電子決済利用明細
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関東災害連絡会議 根本学

2024 年 1 月 1 日発災の能登半島地震に関して連絡会議を 4月以降に開催予定
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『日本救急医学会関東地方会雑誌』制作報告

編集委員会担当 根本学

1）論文投稿数
全投稿数：38編（うち 12編は 2023 年本学会発表論文以外）

〔医師部会：34編，看護部会：1編，救急隊員学術研究会：3編〕

件数 備考

2023 年 175 件

投稿率：

14.9％

学会全発表数 （医師部会・看護部会：137 件，

救急隊員学術研究会：38件）

辞退・未着 149 編

2023 年 26 編

発表論文投稿数 （医師部会：24編，看護部会：0編，

救急隊員学術研究会：2編）

【参考：投稿率の推移について】

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年

学会

発表数
224 270 261 233 - 237 175

辞退・未着 166 224 212 176 - 191 149

投稿数 58 46 49 48 - 46 26

投稿率 25.8% 17.0% 18.8% 20.6% - 19.4% 14.9%

2）掲載論文数

44 巻 3号

（6月）

44巻 4号

（12月）

45 巻 2号

（3月予定）
査読継続

掲載

論文数
4 26 3※ 9※※

内訳

医師部会：4 医師部会：23 医師部会：3 医師部会：8

看護部会：0 看護部会：1 看護部会：0 看護部会：0

救急隊員：0 救急隊員：2 救急隊員：0 救急隊員：1
※2023 年 1月 22 日時点での採用数

※※2023-2024 年に投稿され，査読継続中の論文数
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3）編集スケジュール
2 月 17 日 日本救急医学会関東地方会学術集会

～3月 論文投稿依頼（学会発表者に投稿依頼）

3月末 45 巻 2号刊行予定

6月末 45 巻 3号刊行予定

12月末 45 巻 4号刊行予定

以上
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救急隊部会・関東 MC 協議会連絡会

救急隊部会・関東 MC協議会連絡会担当 畝本恭子

本文

2023 年 7 月 4日

2023 年 12 月 19 日

2024 年 1 月 23 日

常任幹事会において、救急隊部会の進捗状況を報告。関

東 MC協議会連絡会の構成について検討し、救急隊学術研究

会のセッションのひとつ「指導救命士の現状と展望」を主

題として行うことを決定した。

その後、関東支部事務局（山本正人様）と埼玉西部消防局

と、発表形式、演者等、依頼状などにつき、詰めていただ

いた。

発表形式、連絡会次第等につき決定（別紙）。演者、司会

の方々への依頼状の作成（山本様）

依頼状送付

（プログラム確定、各消防機関へ通知）

今回、2017 年～2020 年に開催され、コロナ以降、中断され

ていた関東地方メディカルコントロール協議会連絡会です

が、根本会長のご助言、消防の関東支部事務局・埼玉西部

消防局の方々にご尽力いただき、今回、再開できることに

なりました。

以上
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SOS-KANTO 委員会報告
SOS-KANTO 担当 中田孝明

1.10 時点の SOS-KANTO 2017 Study data を用い、採用された論文は下記です。

現在、SOS-KANTO 2017 study の振り返りと SOS-KANTO を継続するかどうか、会員に対して

アンケートを行っています。常任幹事会の 1 週間前が締め切りなので、おおよその結果が

わかれば追加報告します。

Yamamoto R, Tamura T, Haiden A, et al. frailty and Neurologic Outcomes of Patients 
Resuscitated From Nontraumatic Out-of-spital Cardiac Arrest: A Prospective 
Observational Study. Ann Emerg Med 2023; 82: 84-93

Ishihara T, Sasaki R, Enomoto Y, et al. Changes in pre‑ and in‑hospital management 
and outcomes among children with out‑of‑hospital cardiac arrest between 2012 and 
2017 in Kanto, Japan. Sci Rep 2023; 13: 10092. https://doi.org/10.1038/s41598-023-
37201-1

Kikutani K, Nishikimi M, Matsui K, et al. Prediction of the neurological outcomes post-
cardiac arrest: A prospective validation of the CAST and rCAST. Am J Emerg Med 
2024; 75: 46-52

Kishihara Y, Kashiura M, Yasyda H, et al. Association between institutional volume of 
out-of-hospital cardiac arrest cases and short term outcomes. Am J Emerg Med 2024; 
75: 65-71

Aoki M, Aso S, Suzuki M, et a. Association between obesity and neurological
outcomes among out-of-hospital cardiac arrest patients: The SOS-KANTO 2017 study.
Resusc Plus 2023;17: 100513. doi: 10.1016/j.resplu.2023.100513. 

Kitamura N , Tagami T, Takeda M, et al, on behalf of the SOS-KANTO 2017 Study 
Group. Changes of practice on out of hospital cardiopulmonary arrest during the 
COVID-19 pandemic: a cross-sectional survey of SOS-KANTO 2017 study.                
Annal Clin Epidemiol 2024: 6: 12-6.

Tanaka C, Tagami T, Kaneko J, Kitamura N, Yasunaga H, Aso S, Takeda M, Kuno M.
Impact of the COVID-19 pandemic on prehospital and in-hospital treatment and 
outcomes of patients after out-of-hospital cardiac arrest: a Japanese multicenter cohort 
study.  BMC Emerg Med. 2024; 24:12. doi: 10.1186/s12873-024-00929-8.

以上
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日本救急医学会学生研修医部会関東支部報告

日本救急医学会学生研修医部会関東支部担当 中田孝明

日本救急医学会学生研修医部会関東支部（以下SMAQ関東ブロック）では救急医

療の裾野を広げていくことを目的として活動を行っている。

新型コロナウイルスの流行下ではオンラインを中心とした活動が多かったが、

最近では全国医学生 BLS 選手権大会をはじめとした実地での企画も行ってきて

いる。

以下 SMAQ 関東ブロックにおける近年の活動について列記する。

2023 年 2 月 19 日

第 8回 SMAQ 関東ブロックオンライン企画『ERってどんなところ？』

2023 年 10 月 9日

第 9回全国医学生 BLS 選手権大会 関東予選大会

（東京医科歯科大学内にて実施）

2023 年 11 月 28 日

第 9回全国医学生 BLS 選手権大会 決勝大会

（国立国際医療研究センター病院にて実施）

2024 年 2 月 17 日（予定）

第 74回日本救急医学会関東地方会学術集会

『蘇生に関するシミュレーション教育企画』（仮題）

以上
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日本救急医学会関東地方会ホームページ報告

ホームページ担当 中川儀英

1.ホームページ更新情報について（関連学会案内の更新を除く）

【2023 年 1月】

なし

【2023 年 2月】

第 74 回学術集会のお知らせを掲載しました。（2023.2.20）

第 75 回学術集会のお知らせを掲載しました。（2023.2.20）

発表演題 論文ご投稿のお願いを掲載しました。（2023.2.20）

入会案内・入会届を更新しました。（2023.2.20）

日本救急医学会関東地方会会則を更新しました。（2023.2.20）

幹事名簿を更新しました。（330 名、2023 年 2月 18 日承認、2月 20 日更新）

役員一覧を更新しました。（2023.2.20）

各種申請手続きを更新しました。（2023.2.20）

学術集会を更新しました。（2023.2.20）

【2023 年 3月】

投稿規定のタイトルページを更新しました。（2023.3.2）

【2023 年 4月】

SOS-KANTO 2017 Study のデータセットが公開されました(2023.4.1)

【2023 年 5月】

なし

【2023 年 6月】

学術集会を更新しました。（2023.6.14）

【2023 年 7月】

幹事名簿を更新しました。（327 名、2023 年 2月 18 日承認、7月 4 日更新）

役員一覧を更新しました。（2023.7.4）

学術集会を更新しました。（第 75 回更新、2023.７.6）

第 75 回学術集会のお知らせを更新しました。（2023.7.6）

編集委員を更新しました。（2023.7.12）

【2023 年 8月】

関連学会案内を更新しました。（2023.8.16）

【2023 年 9月】

なし

【2023 年 10 月】

看護部運営委員会主催シンポジウムのお知らせを掲載しました。（2022.10.10）

会員マイページのメンテナンス作業のお知らせを掲載しました。（2023.10.12）

【2023 年 11 月】

なし

【2023 年 12 月】

なし

2.ホームページリニューアルについて（→審議事項④）

                                                 以上
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第 74 回（令和 6 年）日本救急医学会関東地方会

第 74回総会会長 根本 学

開催日時：2024年2月17日（土） 9時10分：開会式 18時5分：閉会式

会 場：埼玉会館 埼玉県さいたま市浦和区高砂3丁目1-4 

テーマ：守・破・離

１．プログラム

医師部会

専門医共通講習：免疫不全者を対象とした新型コロナウイルス感染症対策

  国立がん研究センター中央病院 感染症部／感染制御室 小林 治 先生

救急科領域講習：救急医が知っておくべき法医学の基礎知識

  埼玉医科大学法医学教室 髙田 綾 先生

パネルディスカッション

1 Acute Care Surgeryと救急医 5演題

2 高齢社会と向き合う① 6演題

高齢社会と向き合う② 5演題

看護部門

教育講演

  看護とは何か

   東海大学看護師キャリア支援センター 剱持 功 先生

パネルディスカッション

3 救急看護の現状と展望 6演題

救急隊員部会

教育講演

  医療安全とは何か？-Team STEPPSの取り組み

   東京慈恵会医科大学救急医学講座 武田 聡 先生

パネルディスカッション

  4 止血帯止血法の是非 5演題

   基調講演

    ターニケットの是非：2000年の歴史を考量する

     深谷赤十字病院 救命救急センター 金子 直之 先生

  5 指導救命士の現状と展望 4演題

   特別講演

    指導救命士制度のこれまでとこれから―指導救命士への期待

     一般財団法人救急振興財団救急救命東京研修所 田邉 晴山 先生
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一般演題

医師部会：94演題

研修医セッション：26演題

医師部会計：120演題

看護部会：13演題

救急隊員部会：37演題

パネルディスカッション：31演題

一般演題合計：170演題

演題数計：201演題

ランチョンセミナー

1 共催：アストラゼネカ株式会社

2 共催：アルフレッサファーマ株式会社

以上
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第 75 回（令和 7（2025）年）日本救急医学会関東地方会・

第 62 回救急隊員学術研究会（予定）

第 75回総会会長 木下浩作

会期：2025 年 2 月 22 日(土) ※前日の 2月 21日(金)は各種会議と準備日

会場：東京国際フォーラム

〒100-0005

東京都千代田区丸の内 3 丁目 5 番 1 号

JR 線

有楽町駅より徒歩 1 分

東京駅より徒歩 5 分 (京葉線東京駅と B1F 地下コンコースにて連絡)

学術集会事務局：日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野

テーマ：そこに救う命がある限り ～転帰改善に向けて～

概要

各疾患・病態毎の転帰改善に向けた研究を報告頂く。

※会期決定次第、関東地方会ホームページへ掲載予定

以上
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第 76 回（令和 8（2026）年）日本救急医学会関東地方会・

第 63 回救急隊員学術研究会（予定）

会期：2026 年（令和 8年）2月７日（予定）

会長：東海大学医学部付属病院 救命救急センター

   主任教授 中川儀英先生

会場：小田原三の丸ホール、報徳会館（予定）

学術集会事務局：未定

テーマ：未定

※会期決定次第、関東地方会ホームページへ掲載予定

以上
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看護部会

看護部会担当 淺香えみ子

活動報告

１． 看護部施設代表者会セミナー

  目 的 施設からの学術集会参加者増加を目的に、地方会活動への関心

を高める。

  開催日時 2023 年 11 月 11 日（土）10：00～11：30

  テーマ  学会発表のお悩みを解決しよう

        ・施設スタッフへの学会発表支援の実際

        ・倫理審査のワンポイントレッスン

  開催方法 オンライン

  参 加 費 無料

  参加者数 10名

  課 題 施設代表者への事前調査を基に企画したセミナーであるが、参

加者が増加しない。施設代表者の在り方について検討が必要で

ある。セミナーテーマはニーズに基づくものであり、継続して

いく。

２． 看護部運営委員会主催シンポジウム

  目 的 関東地方会活動への関心を高めること、及び関東地区の救急看

護師の連携を強化する機会とする。

  開催日時 2023 年 12 月 2日（土）14：00～16：00

  テーマ  【患者の安全を守ろう!予期せぬ急変死亡を防ぐ RRS

～医療チームの初期対応を成果につなげよう～】

・RRS と救急看護師の役割

・RRS の活動と課題

課題を中心とした発表

これまでの振り返りと課題についての発表

RAS を含む活動についての発表

  開催方法  オンライン

  参加費   2,000 円

  参加者数  57 施設 73 名受講（関東外 36％）

           収入 2,000×73＝146,000（参加費）

           支出 10,000×４＝40,000（謝金）

           決算 106,000 円
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日本救急医学会関東地方会 2024 年度予算（案）

庶務担当 中村光伸
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新幹事候補者リスト

常任幹事長 井上貴昭

新幹事候補者名 所属 出身大学/最終学歴

卒業

年

資格（会費

3年完納）

1

なかじま みきお
東京都立広尾病院

救命救急センター

東京大学大学院医学

系研究科 公共健康

医学専攻 専門職学

位過程

2019

年

3月

〇

中島 幹男

推薦者

（2名）

山口 芳裕

（幹事）

海田 賢彦

（幹事）

2

おがわ ふみひろ
横浜市立大学附属病

院 救急科

北里大学医療系研究

科医学博士課程

2014

年

3月

〇

小川 史洋

推薦者

（2名）

竹内 一郎

（幹事）

大井 康史

（幹事）

3

まつもと てつや 医療法人社団武蔵野

会 TMG あさか医療

センター

福岡医療・スポーツ

専門学校 救急救命

公務員科

2017

年

3月

〇

松本 徹也

推薦者

（2名）

武田 宗和

（幹事）

須賀 弘泰

（幹事）

4

のがき あやこ
横浜市立市民病院

救急診療科
昭和大学医学部

2005

年

3月

〇

野垣 文子

推薦者

（2名）

竹内 一郎

（幹事）

伊巻 尚平

（幹事）

5

たぐち しげまさ さいたま赤十字病院

高度救命救急センタ

ー

東京大学医学部医学

科

2003

年

3月

〇

田口 茂正

推薦者

（2名）

根本 学

（幹事）

清田 和也

（幹事）

立候補〆切：2023 年 12月 29 日(金)（必着）

2023/2022/2021 年 3年分完納                   以上
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名誉会員の推戴について

常任幹事長 井上貴昭

令和 6 年（第 74 回日本救急医学会関東地方会）幹事会 名誉会員推戴候補者

（敬称略 五十音順）

対象者なし
※2023 年 12 月 31 日時点で 65 歳以上かつ役員経験者を調査。2024 年に 66 歳/1958
年 昭和 33 年生まれ。

・次回対象：令和 7 年（第 76 回）2 名予定※2025 年に 66 歳/1959 年 昭和 34 年生ま

れ。

日本救急医学会関東地方会会則 （抜粋）

第 3 章 会員
（構成）

第 5 条 本会は、次の会員によって構成する。
(2) 名誉会員：本会の発展に特に功労のあった者で、別に定める細則により推

薦され、承認された者
<<中略>>

（任期）
第 14 条 役員の任期は、次のとおりとする。

（1）常任幹事および監事の任期は、3 年とし再任を妨げないが、連続して 2 期
を超えてはならない。

（2）常任幹事および監事の任期は、選任された幹事会の翌日から 3 年後の幹事
会の日までとする。

（3）会長の任期は、前回の学術集会終了の翌日から当該学術集会終了の日まで
とする。

（4）補充によって選任された役員の任期は、前任者または現任者の残任期間と
する。

（5）役員が幹事でなくなった場合は、役員の資格を失う。
<<中略>>

第 5 章 幹事
（幹事の選任、職務、任期、定年）
第 15 条 幹事は、別に定める細則により、正会員の中から選任する。

2 幹事は、幹事会を組織し、学会運営に関する事項を審議する。
3 幹事の任期は定めない。
4 幹事の定年は、満 65 歳とし、任期は定年に達した年の 12 月 31 日ま

でとする。

日本救急医学会関東地方会会則施行細則 （抜粋）

第 5 章 名誉会員
第 21 条 名誉会員は、常任幹事が推薦し、幹事会の承認を要する。
第 22 条 名誉会員は、幹事会に出席し、意見を述べることができるが、議決に加

わることは出来ない。
２ 名誉会員の推戴要件は、以下の通りとする。

（1） 役員経験者であること
（2） 65 歳以上であること
（3） 本人に名誉会員となる意思があること
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名誉会員推戴者一覧

饗場 庄一 荒木 駿二 上田 守三 上松瀬勝男

小林 國男 佐々木仁也 島崎 修次 杉山  貢

鈴木  忠 髙橋 愛樹 中江 純夫 中野 達也

平澤 博之 前川 和彦 松田 博青 茂木 正壽

矢崎 誠治 山本 保博 渡辺  晃 相川 直樹

小池 荘介 林  成之 辺見  弘 山中 郁男

芦川 和高 大和田 隆 野口 照義 山本 修三

石田  清 市来嵜 潔 梅園  明 葛西  猛

黒川  顯 都築 正和 中田 義隆 原口 義座

針谷 英世 大橋 教良 相馬 一亥 長尾  建

益子 邦洋 有賀  徹 堀  進悟 兼坂  茂

行岡 哲男 堤  晴彦 石川 雅健 猪口 貞樹

渋谷 正徳 横田 裕行     田中 裕   中野 実

小野 一之    坂本 哲也 藤島 清太郎

（全 55 名、名誉会員番号順、物故者を含む）
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ホームページリニューアルについて

ホームページ担当 中川儀英

昨年より進めていたホームページリニューアルに向けてテストアップまで完了

しましたので、公開に向けた確認などをお願い出来ますでしょうか。

■進捗状況

下記内容にてテストアップまで行いました。

制作会社： 勝美印刷株式会社

最終制作見積もり： ￥643,500（税込）

テスト確認用 URL： http://jaam-kanto.shobix.biz/officer.html

テストサイト閲覧 ID: jaamkanto

テストサイト閲覧パスワード： 3Erephl3

■課題に対しての対応状況

デザインを一新して、スマートフォン対応で作成しました。

■公開

２月１４日公開予定

以上



●パソコン版

●スマートフォン版
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議事録に関する会則変更案

常任幹事長 井上貴昭

中川先生よりご提案内容

URL

会則：日本救急医学会 関東地方会 (umin.ac.jp)
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＜変更前＞

↓

＜変更案＞

（議事録）

第 18条 常任幹事会と幹事会の議事録は、事務局が作成し、直後の常任幹事会で確認

し、最終版は事務局で保管する。

  

以上
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事務局長に関する会則変更案

常任幹事長 井上貴昭

関東地方会に事務局長を置く。

背景）事務局長は事務局口座の代表者として銀行へ届け出るため。

りそな銀行より

・旧口座の解約は代表者本人が支店へのご来店が必要（開設時のご高齢の医師本人様でなけ

ればならない）

・もし常任幹事長名で新規口座開設→解約の手続きをする際も、解約の際はご本人の支店へ

のご来店が必要（事務局が代理不可）

・りそな銀行・ゆうちょ銀行の２口座とも継続保有、解約は保留

→事務局長名で口座を新規開設し、りそな銀行・ゆうちょ銀行より全額を移行

他の学会での事務局長の例

例１）
学会会則 | 学会案内 | 日本認知心理学会 (cogpsy.jp)

第 19 条 事務局

1 事務局長が事務局運営にあたる。理事長は事務局長を任命する。事務局の事務遂行のた

め有給の事務局員をおくことができる。

2 事務局業務の一部を下記に業務委託する。

例２）
西日本社会学会 > 学会概要 > 会則 (kyushu-u.ac.jp)

第 10 条:本会は、次の役員をおく。

会長 1 名

理事 8 名（うち常任理事 2 名）

会計監査 2 名

事務局長 1 名

第 11 条:役員の任務は、次のとおりとする。

会長は、本会を代表し、会務を統理する。

理事は、本会の運営について分掌する。
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常任理事は、会務の執行にあたり会長を補佐する。

会計監査は、会計を監督する。

事務局長は、会長の指示に従い本会の事務を司る。

第 12 条:役員の選出は次のように行う。

会長・理事・会計監査は総会において選出するものとする。選出に関する規定は別に定め

る。

事務局長は会長が委嘱する。

第 13 条:役員の任期を次のように定める。

会長・理事・会計監査の任期は、いずれも 2 年とする。ただし会長指名の理事は任期 1 年

とする。これらはそれぞれ、4 年を越えて在任し続けることはできない。

事務局長の任期は、いずれも原則として 1 年とする。ただし重任を妨げない。

例３）
会則｜日本術後痛学会 (jsspp.jp)

本会には会長 1 名、理事若干名、評議員若干名、監事 2 名、事務局長 1 名を置く。

役員の任期は会長 1 年、理事、評議員、監事および事務局長は 3 年とし、会長以外の役員

は再任を妨げない。役員は就任時の年齢が 65 才未満であることを条件とする。

(5) 事務局長選出細則に別項を定める。

例４）
会則・利益相反｜日本医療ガス学会 (medical-gas.gr.jp)

本会は、役員として理事長 1 名、学術大会会長 1 名、監事 2 名、常任理事若干名、理事若

干名、事務局長 1 名を置く。

事務局長は、常任理事会において正会員の中から選出され、理事会および総会の承認を受け

て、理事長が委嘱する。

(6)事務局長は、理事長を補佐して事務を処理し会務を執行する。

常任理事会は、理事長、学術大会会長、学術大会前会長、学術大会次期会長、監事、常任理

事、事務局長をもって構成される。

常任理事会は、理事長、学術大会会長、学術大会前会長、学術大会次期会長、監事、常任理

事、事務局長をもって構成される。
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↓

会則案）青字を追加
URL
会則：日本救急医学会 関東地方会 (umin.ac.jp)

第 4 章 役員

（役員）

第 11 条 本会には次の役員をおく。

（1）常任幹事長：1 名

（2）常任幹事：8 名（常任幹事長、会長及び次期会長を含む）

（3）監事：2 名

（4）会長：1 名

（5）次期会長：1 名

（6）事務局長：1 名

（選任）

第 12 条 役員は、別に定める細則により選任する。

2 監事は、他の役員を兼ねることができない。

3 会長は、幹事の中から常任幹事会が推薦し、幹事会の議を経て選任する。

4 事務局長は、業務委託先より会長が委嘱する。

（職務）

第 13 条 常任幹事長は、本会を代表し、本会の会務を総括する。

2 常任幹事長に事故があるとき、または常任幹事長が欠けたときは、最年長の常任幹事が  

その職務を代行する。

3 常任幹事は、常任幹事会を組織し、会務の審議および本会の運営に関する実務を分担す  

る。

4 会長は、学術集会を主宰する。

5 会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、常任幹事会において代理を

  選任し、そのものが任にあたる。

6 監事は、本会の会計および会務執行を監査する。
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7 事務局長は、会長の指示に従い本会の事務を司る。事務局の事務遂行のため事務局員を

おくことができる。

（任期）

第 14 条 役員の任期は、次のとおりとする。

（1）常任幹事および監事の任期は、3 年とし再任を妨げないが、連続して 2 期を超えては

ならない。

（2）常任幹事および監事の任期は、選任された幹事会の翌日から 3 年後の幹事会の日まで

とする。

（3）会長の任期は、前回の学術集会終了の翌日から当該学術集会終了の日までとする。

（4）補充によって選任された役員の任期は、前任者または現任者の残任期間とする。

（5）役員が幹事でなくなった場合は、役員の資格を失う。

（6）事務局長の任期は、業務委託契約に基づき、重任を妨げない。

第 6 章 会議

（常任幹事会）

第 16 条 常任幹事会は、常任幹事及び監事、事務局長で構成する。

以上


